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My name is Hesham from Cairo, Egypt. Cairo is famous of the river Nile, the Pyramids, and 
Sphinx which attract many tourists worldwide. It is a very warm city, not only in weather, but 
also in people themselves as they are very passionate and very open to welcome visitors 
and foreigners. Many spots in Cairo like co行ee shops, Khan el-Khalili, and bazaar areas are 
open 24/7; it is the city which doesn’t sleep! 
I arrived to Japan on April 2007 after I successfully passed the screening of the Japanese 
Embassy of the Monbukagakusho scholarship. I was full of hopes and motivation to learn 
from a new culture and experience the latest advances in the field of nuclear energy which I 
was fond of since high school days. I lived in the cultural city Kyoto and then Kumatori. I had 
the chance to visit the famous Kinkaku-ji and Kiyomizu temples in Kyoto. They were simple 
and luxury in the same time. I also went to an“Ofuro”trip organized by our laboratory at 
"Ryujin Onsen＇’ hot spring. Although at first, I was little surprised by the custom of giving up 
all of your cloths before entering, but later I felt it was a nice way to calm the intense stress 
down by “immersing" in a total escape from everything that relates you to the daily routine of 
work, research and rules! 
Nowadays, I am a 3rd year doctor student in Kyoto University and I conduct my researches 
in KURRI at the Shiroya Laboratory. I was really lucky that I was supervised by a highly 
professional experts in nuclear energ払including Prof. Shiroya, Prof. Misawa, and Prof. 
Pyeon. With their guidance and advices I was able to learn a lot and improve my level in this 
field. On March 2009, it was my pleasure to witness the first worldwide launch of an 
“accelerator-driven system”experiment at KUCA in KURRI which is a collaboration of our 
research groups and FFAG accelerator team. I was very delighted and proud to belong to 
this place. Now I am very near to achieve my final goal which is not only having the PhD 
degree itself, but rather learning how to dig my way out of any challenge in life in almost any 
field, independently and by myself! It was the most precious concept that I have learnt here. 
エジプトはカイロから来ました、へシヤームです。
カイロはナイル川やピラミッド、スフィンクスで有
名で、世界中の多くの旅人を魅了してきました。人
の心は力イロの気候のようにあたたかく、情熱と温
かい心で旅人を歓迎します。喫茶店やバザールな
どは年中無休で、まるで眠らない都市のようです。
日本に来てか ら、最初は文化都市京都で暮ら
し、その後熊取に移りました。京都では有名芯金閣
寺や清水寺を訪れましたが、質素な中にも豪華な
雰囲気を感じました。また、研究室旅行では龍神
温泉にも行きました。お風呂に入る前に服をすべ
て脱ぐととに最初は少し驚きましたが、仕事や研
究、規則など日々のわすらいから完全に逃れ、スト
レスを和らげるいい方法だと感じました。
現在は博士課程3回生で、代谷研究室で研究を
行っています。代谷教授をはじめとして、原子力の
優れた専門家に指導を受けることができる幸運に
とても感謝しています。2009年3月には、臨界集
合体（KUCA）とFFAG加速器を組み合わせた、世
界で初めての加速器駆動来臨界炉実験に立ち会う
ことができ、とてもうれしく、また誇りに思います。
博土号を取るという目標まであと少しです。で
も、ここで手に入れたもっとも貴重芯ものは、人生
において、どん芯困難芯ことでも自分自身で道を
切り開いていく方法です。
ASKレポート.3
好っきやねん！
京都大学、原子炉実験所
原子力昼礎工学研究部門・核変撫システム研究分野・代谷誠治
昭和22年に誕生、平成22年に退職と数字の語呂合わせよろし
く、振り返れば明和40年か545年間（人生の517）を過ごした京都
大学を、昭和49年か536年間（人生の417）を過ごした原子炉実験
所を離れることになった。今、「光陰矢の如し」ではあったが、表題の
一言を心に長年月に亘る居所を定められたことに満足している。もし
も、少しでも京都大学、原子炉実験所にとってお役に立つことができ
たとすれば、「自由の学風J、「自学自習Jの伝統と「水が合った」こと、
「好きこそものの上手芯れJが高じた結果である。
た時期に入所し、京都大学臨界集合体実験装置(fくUCA）とともに齢を
重ねてきた。2号炉計画の終罵をこの眼で見届け、いわゆる「Al評価J
への対応lこ腐心して現在の「くまとりサイエンスj 〈ーク構想Jの策定に
携わった者として、また、所長を務めた者として、当所の将来計画の行
く末を見届けたいとの願望は強く、当所からの聾請があれば、今後も
できる限りの協力は惜しま芯い所存である。将来計画実現への道のり
は決して平坦芯ものではなく、多くの時余曲折があるものと考えるが、
所員の皆さんには、当所は広い意味での原子力科学の共同利用・共同
研究拠点として役目を果たすととが期待されているということを再確
認し、一丸となって着実に歩みを続けていただきたい。
好き忽言葉の一つに「失敗は成功の元jというのがある。単なる
「失敗」だけに終わってはやるかたないが、幸いにも小生は「実験研
究」を始めとして「成功の元」を幾度となく経験させてもらった。学生
時代に中性子を計測しようとしてy線の混入に悩まされたことがあ
り、いわゆる「逆転の発想Jで、中性子の測定器とされていたものでY
線の測定に成功したことがあった。この経験が小生の研究生活を支
える暴盤に怒ったと考えている今日この頃である。
小生は当所が最も活気に溢れていた時代、2号炉計画が端緒につい
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一時、当所は単なる迷惑施設と考えられていたフシもあったが、今は
熊取町や大阪府の将来構想の一端を担う希望の星としての期待がかけ
られている。今や原子炉施設のみならす加速器施設をも有する当所は、
加速器駆動禾臨界炉やホウ索中性子捕捉療法（BNCT）を始めとして世
界を先導する研究成果を生み出しつつあり、原子力の実験教育でかけ
がえのない役割を果たし続けている。また、学術会議が作成する「大型・
大規模研究マスタ一フランjに当所の提案が選定されることがほぼ確実
になり、学界からの期待も高まっている。当所が有する原子力・放射線施
設の安全管理に万全を期しながら、熊取キャンパスが真に「l也域に根ざ
し、世界に拡がる科学の郷」として発展することを祈念している。
所員、共同利用研究者、地元関係者を始め、この間お付合いさせ
ていただいた方々に深甚の謝意を表して箪を摺きます。長い間、お
世話になりました
